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数
字
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」を
高
め
て
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経
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を
実
現
す
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数
字
に
強
い
経
営
者
は

独
自
の
着
眼
点
と
指
標
を
持
つ

　

一
流
と
い
わ
れ
る
経
営
者
は
、
自
社
に

か
か
わ
る
数
字
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。
そ

れ
も
財
務
面
だ
け
で
な
く
、
非
財
務
面
に

も
目
配
り
を
怠
ら
ず
、
自
社
に
と
っ
て
大

切
な
指
標
を
定
め
て
動
き
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
か
異
常
を
感
じ
取

っ
た
ら
対
策
を
考
え
、
手
を
打
つ
。
だ
か

ら
強
い
経
営
が
で
き
る
の
で
す
。
逆
に
い

う
と
、
数
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
経

営
者
は
、
弱
い
経
営
し
か
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

　

経
営
者
が
見
る
べ
き
数
字
と
い
え
ば
財

務
諸
表
が
代
表
格
で
す
が
、
損
益
計
算
書

（
P
L
）だ
け
で
な
く
貸
借
対
照
表（
B
S
）

も
必
須
条
件
。
両
方
を
見
る
こ
と
で
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
つ
か
め
る
か
ら
で
す
。

な
お
か
つ
、
P
L
、
B
S
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
計
算
書
の
連
関
を
理
解
す
る
こ
と

が
、
強
い
経
営
に
は
不
可
欠
だ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
（
図
表
1
参
照
）。

　

加
え
て
、
一
流
の
経
営
者
は
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
視
点
、
着
眼
の
仕
方
で
数
字
を
見

て
い
ま
す
。
ア
メ
ー
バ
経
営
で
知
ら
れ
る

京
セ
ラ
の
稲
盛
和
夫
名
誉
会
長
は
、
き
わ

め
て
シ
ン
プ
ル
な
視
点
で
「
売
り
上
げ
を

最
大
に
、
経
費
を
最
小
に
」
が
経
営
の
基

本
だ
と
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
経
営
者

は
、
い
か
に
し
て
売
り
上
げ
を
よ
り
大
き

く
、
経
費
を
よ
り
小
さ
く
す
る
か
に
創
意

工
夫
を
凝
ら
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
ユ
ニ
ク
ロ
を
展
開
す
る
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
柳
井
正
会
長
兼
社

長
は
「
坪
効
率
」
と
い
う
指
標
で
、
分
母

に
売
場
面
積
（
坪
）、
分
子
に
売
上
高
や

利
益
を
置
き
、
各
店
の
効
率
性
を
見
ま
す
。

1
坪
当
た
り
月
次
売
上
高
を
算
出
し
、
毎

月
の
推
移
、
ト
レ
ン
ド
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
前
年
同
期
、
前
々
年
同
期
と
の
比
較
、

店
舗
間
・
エ
リ
ア
間
の
比
較
な
ど
を
行
っ

て
業
績
評
価
に
生
か
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
の
大
山
健
太
郎
社

長
は
「
新
商
品
比
率
」
に
着
目
し
て
い
ま

す
。
同
社
で
は
発
売
か
ら
3
年
以
内
の
も

の
を
新
商
品
と
定
義
し
、
そ
れ
が
売
上
高

に
占
め
る
比
率
が
50
％
を
超
え
る
こ
と
が

目
標
。
こ
れ
は
、
S
R
G
（
シ
ン
プ
ル
／

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
／
グ
ッ
ド
）
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
開
発
し
た
商
品
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
市

場
に
出
す
こ
と
が
、
売
り
上
げ
の
最
大
化

に
貢
献
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
字
を
見
る
際
に
は
、

大
切
な
「
数
字
」
を
定
点
観
測
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。「
あ
れ
も
こ
れ
も
大
事
」

と
欲
張
っ
て
数
字
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
正
し
く
捉
え

回
転
差
資
金
を
重
視
す
る

　

強
い
経
営
の
基
本
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
の
重
視
で
す
。
会
社
が
生
き
永
ら
え
て

い
く
た
め
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
に
な
る
の
で

当
然
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
中

小
企
業
経
営
者
は
意
外
と
多
い
の
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
会
社
の
血
流
と
い

わ
れ
、
東
証
1
部
上
場
の
大
企
業
で
も
キ

ャ
ッ
シ
ュ
が
な
け
れ
ば
経
営
が
立
ち
ゆ
か

な
く
な
り
ま
す
。
い
わ
ん
や
中
小
企
業
で

は
、
規
模
が
小
さ
い
と
こ
ろ
ほ
ど
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
を
し
っ
か
り
見
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
正
し
く
捉
え
る

う
え
で
重
要
な
指
標
と
な
る
の
が
「
回
転

差
資
金
」。
こ
れ
は
、
商
品
の
在
庫
（
棚

卸
資
産
）
お
よ
び
売
上
債
権
（
売
掛
金
、

受
取
手
形
）
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
回
収
す
る

ま
で
の
期
間
と
、
仕
入
債
務
（
買
掛
金
、

支
払
手
形
）
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
支
払
う
ま

で
の
期
間
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
よ
っ
て
生
じ

る
、
一
時
的
な
余
剰
資
金
の
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
商
品
を
仕
入
れ
て
支
払
う
ま



で
に
30
日
あ
る
と
き
、
こ
の
商
品
を
20
日

で
現
金
販
売
す
れ
ば
、
10
日
分
の
余
剰
資

金
が
生
ま
れ
ま
す
。
逆
に
、
支
払
い
が
先

に
き
て
回
収
が
後
に
な
る
と
、
マ
イ
ナ
ス

の
回
転
差
資
金
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
「
運
転
資
金
」。
手
形
取
引
な
ど

で
現
金
化
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
必
要
と
な
る
運
転
資
金
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
金
の
流
れ
を

見
誤
る
と
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
し
、
黒

字
倒
産
の
リ
ス
ク
も
。
在
庫
の
圧
縮
、
売

上
債
権
の
圧
縮
と
早
期
現
金
化
、
仕
入
れ

債
務
の
期
日
管
理
と
支
払
い
延
長
な
ど
の

方
策
で
、
運
転
資
金
を
で
き
る
だ
け
小
さ

く
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

そ
の
観
点
で
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
次
の
式
で
表
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
サ
イ
ク
ル
（
C
C
C
）

と
い
う
、
現
金
回
収
に
か
か
る
日
数
を
示

す
指
標
で
す
。

C
C
C
＝
棚
卸
資
産
回
転
期
間
＋
売
上

債
権
回
転
期
間
－
仕
入
債
務
回
転
期
間

　

棚
卸
資
産
回
転
期
間
は
棚
卸
資
産
を
月

商
（
月
平
均
の
売
上
高
）
で
割
っ
た
も
の

で
、
棚
卸
資
産
の
滞
留
状
況
を
示
し
て
い

ま
す
。
同
様
に
売
上
債
権
の
滞
留
状
況
と

仕
入
債
務
の
回
転
状
況
を
見
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
回
収
の
ス
ピ
ー
ド
を
把
握
す
る
の
で

す
。
C
C
C
値
が
小
さ
い
ほ
ど
キ
ャ
ッ
シ

ュ
創
出
力
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

数
字
を
P
と
Q
に
分
解
し
、

裏
に
隠
さ
れ
た
事
実
を
解
明
す
る

　

会
社
の
数
字
を
見
る
際
の
基
本
と
し
て
、

数
字
を
P（
単
価
）
と
Q（
数
量
）
に
分

解
し
て
考
え
る
こ
と
も
重
要
な
視
点
の
ひ

と
つ
で
す
。
強
い
経
営
を
行
っ
て
い
る
会

社
で
は
、
数
字
を
分
解
し
て
そ
の
裏
に
隠

さ
れ
た
事
実
を
解
明
す
る
こ
と
を
必
ず
行

っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
売
上
高
は
製
品
単
価
（
P
）

×
販
売
数
量
（
Q
）、
も
し
く
は
客
単
価

（
P
）
×
顧
客
数
（
Q
）
に
分
解
で
き
ま
す
。

売
上
高
が
増
え
た（
減
っ
た
）と
き
、
そ
の

根
本
原
因
を
探
る
た
め
に
は
P
と
Q
を

見
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
P

の
変
化
が
原
因
な
の
か
、
Q
の
変
化
が
原

因
な
の
か
、
な
ぜ
そ
の
変
化
が
起
き
た
の

か
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
、
事
実
ベ
ー

ス
で
突
き
止
め
ま
す
。
売
上
高
の
数
字
だ

け
で
一
喜
一
憂
し
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

日
々
チ
ェ
ッ
ク
す
る
数
字
の
な
か
に
異

常
値
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
P
や
Q
の
異
常

の
原
因
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
、
適
切
な

対
策
を
講
じ
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。

「数字力」を鍛える特集

●図表2 ●図表1

回転差資金と運転資金 財務諸表は相互に
つながっている

営業活動CF　 3,547

投資活動CF　 ▲1,275

財務活動CF　 ▲1,942

現金および同等物の期末残高
6,024

税引前当期純利益　
3,250

売上高 38,043

売上原価 19,201

うち、

売上総利益 18,842

販売費および一般管理費 15,156

営業利益 3,686

営業外収益 627

営業外費用 456

経常利益 3,857

特別利益 24

特別損失 631

税引前当期純利益 3,250

法人税等 1,480

当期純利益 1,770

商品期末棚卸高 25

製品期末棚卸高 278

C／F（キャッシュフロー計算書）

B／S（貸借対照表）

総資産

つ
な
が
っ
て
い
る

つ
な
が
っ
て
い
る
※

つ
な
が
っ
て
い
る

つ
な
が
っ
て
い
る

総資本

P／L（損益計算書）

※C／F「現金および同等物の期末残高」と、B／S「現金および預金」は、
「キャッシュの範囲」で違うこともあるが、C／F注記では一致する。出所：『経営を強くする 会計7つのルール』（ダイヤモンド社）

資産 28,922 負債 9,257

流動資産 9,296 流動負債 6,074

固定負債 3,183

純資産（うち当期純利益1,770） 19,665

株主資本 19,784

固定資産 19,626 その他 ▲119

有利子負債
2,001

商品および製品
303

現金および預金
6,024

売掛金等の売上債権
を先に回収している
ので、支払期日までお
金に余裕がある！

支払いが先で回収が
後なので、この期間に
お金が足りない！

仕入れ 売り上げ 回収 支払い
回転差
資金

❶在庫 ❷売上債権

❸仕入債務

仕入れ 売り上げ 回収

支払い

運転資金

マイナスの
回転差資金

❶在庫

❸仕入債務

❷売上債権

❷売上債権 ❸仕入債務運転資金＝ ＋ −❶在庫


